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１　

公
共
建
築
物
等
の

　
　

維
持
管
理
に
関
す
る

　
　

要
望
事
項

（
１
）
品
確
法
の
趣
旨
の
徹
底

と
運
営
指
導
に
つ
い
て

　

平
成
27
年
の
品
確
法
改
正
の

際
に
は
、
厚
生
労
働
省
か
ら
「
ビ

ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
務
に
係
る

発
注
関
係
事
務
の
運
用
に
関
す

る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
や
「
建
築

物
衛
生
行
政
の
適
正
な
運
営
に

つ
い
て
」
の
通
知
が
発
せ
ら
れ

ま
し
た
。
一
昨
年
の
改
正
に
際

し
て
も
令
和
３
年
１
月
18
日
に

都
道
府
県
、
区
市
町
村
に
対
し
、

趣
旨
徹
底
の
た
め
、
通
知
を
発

出
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
品
確

法
の
適
正
な
運
営
に
向
け
た
さ

ら
な
る
指
導
（
建
築
保
全
業
務

労
務
単
価
の
運
用
等
）
を
徹
底

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

（
２
）
厚
生
労
働
省
に
よ
る
調

査
と
公
表
に
つ
い
て

　

総
務
省
、
財
務
省
、
国
土
交

通
省
は
、
毎
年
度
、
入
札
契
約

適
正
化
法
、
品
確
法
に
基
づ
く

公
共
工
事
の
発
注
者
に
よ
る
入

札
契
約
の
適
正
化
の
取
組
み
状

況
に
つ
い
て
調
査
を
し
、
結
果

を
公
表
し
て
い
ま
す
。
今
年
度

も
国
・
特
殊
法
人
等
・
地
方
公

共
団
体
１
９
３
１
カ
所
を
調
査

対
象
と
し
て
い
ま
す
。
厚
生
労

働
省
に
お
か
れ
て
も
、
役
務

の
調
達
に
関
し
て
調
査
を
実
施

し
、
結
果
の
公
表
を
お
願
い
し

た
い
。

（
３
）
官
公
庁
入
札
資
格
や
総

合
評
価
入
札
の
評
価
項
目
の
導

入
に
つ
い
て

　

本
年
５
月
26
日
、
改
正
地
球

温
暖
化
対
策
推
進
法
が
可
決
、

成
立
、
２
０
５
０
年
に
温
暖
化

ガ
ス
排
出
を
実
質
ゼ
ロ
と
す
る

方
針
が
明
記
さ
れ
ま
し
た
。
低

炭
素
社
会
の
実
現
に
資
す
る
よ

う
、
官
公
庁
入
札
資
格
や
総
合

評
価
入
札
の
評
価
項
目
に
、（
公

社
）
全
国
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

協
会
が
認
定
す
る
「
エ
コ
チ
ュ
ー

ニ
ン
グ
認
定
制
度
」
の
事
業
者

認
定
や
「
建
築
物
清
掃
管
理
評

価
資
格
者
（
イ
ン
ス
ペ
ク
タ
ー
）

制
度
」
に
基
づ
く
資
格
者
の
配

置
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
る
よ

う
、
各
省
庁
の
連
携
し
た
取
組

み
を
強
化
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

２　

そ
の
他
の
制
度
改
正

　

ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
は
労
働

集
約
型
の
業
態
で
あ
り
、
人
件
費

比
率
が
高
い
と
い
う
特
色
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
高
齢
者
、
女
性
、

障
害
者
の
雇
用
に
よ
っ
て
社
会
的

貢
献
を
し
て
お
り
ま
す
。
一
方
、

中
小
企
業
中
心
の
業
界
で
あ
る
た

め
、
社
会
保
険
適
用
拡
大
や
最
低

賃
金
の
引
上
げ
等
に
よ
り
、
経
営

は
大
き
く
影
響
を
受
け
て
お
り
ま

す
。
よ
っ
て
、
以
下
の
制
度
改
正

に
つ
い
て
要
望
し
ま
す
。

（
１
）
短
時
間
労
働
者
の
社
会

保
険
適
用
の
拡
大
に
つ
い
て

　

令
和
２
年
６
月
５
日
よ
り
「
年

金
制
度
の
機
能
強
化
の
た
め
の

国
民
年
金
法
等
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
」
が
公
布
さ
れ
ま
し

た
。
２
０
２
２
年
10
月
に
１
０
０

人
超
規
模
の
企
業
ま
で
適
用
し
、

２
０
２
４
年
10
月
に
は
50
人
超
規

模
の
企
業
ま
で
適
用
す
る
こ
と
と

し
て
お
り
ま
す
。

　

ビ
ル
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
業
は
、
高

齢
者
や
女
性
・
障
害
者
の
雇
用
、

パ
ー
ト
タ
イ
ム
就
労
な
ど
多
様
な

雇
用
の
受
け
皿
と
な
っ
て
お
り
ま

す
が
、
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
の

有
効
求
人
倍
率
は
依
然
と
し
て
高

く
、
慢
性
的
な
人
手
不
足
と
人
件

費
の
高
騰
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

　

事
業
主
負
担
の
更
な
る
増
大

は
、
中
小
企
業
を
中
心
と
し
た
ビ

ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
企
業
の
経
営
を

直
撃
し
、
結
果
的
に
適
用
対
象
外

で
あ
る
週
20
時
間
未
満
の
短
時
間

労
働
者
の
増
加
、
雇
用
の
縮
小
に

も
繋
が
り
か
ね
ま
せ
ん
。
社
会
保

険
適
用
拡
大
の
際
は
、
補
助
金
制

度
の
さ
ら
な
る　

導
入
・
充
実
な

ど
、
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
企
業
に

と
っ
て
実
効
性
の
あ
る
支
援
策
を

実
施
し
て
い
た
だ
き
た
い
。　
　

　
　
　
　
　

（
２
）
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ

へ
の
対
応
に
つ
い
て

　

公
共
工
事
契
約
に
関
し
て
は
、

国
土
交
通
省
は
「『
平
成
31
年
３

月
か
ら
適
用
す
る
公
共
工
事
設
計

労
務
単
価
に
つ
い
て
』
の
運
用
に

係
る
特
例
措
置
に
つ
い
て
」（
平

成
31
年
２
月
22
日
）
を
公
表
し
、

労
務
単
価
の
改
定
に
伴
う
工
事
請

負
代
金
の
変
更
協
議
に
関
す
る
特

例
措
置
を
定
め
ま
し
た
。

　

人
件
費
割
合
が
高
く
、
複
数
年

契
約
の
多
い
建
築
物
の
維
持
管
理

業
務
に
お
い
て
は
、
労
務
単
価
の

上
昇
を
受
託
者
の
内
部
努
力
で
解

消
す
る
の
は
、
甚
だ
困
難
と
言
わ

ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

　

昨
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
に
配
慮
し
、
東
京
都

の
最
低
賃
金
は
据
え
置
か
れ
ま
し

た
が
、
今
年
は
１
０
４
１
円
へ
と

28
円
の
引
上
げ
が
決
定
さ
れ
て
お

り
ま
す
。

　

公
共
工
事
同
様
に
最
低
賃
金
の

ス
ラ
イ
ド
適
用
の
対
象
と
な
る
よ

う
、
各
行
政
機
関
、
地
方
公
共
団

体
に
お
い
て
、
毎
年
度
の
最
低
賃

金
引
上
げ
を
見
越
し
た
予
定
価
格

を
設
定
す
る
よ
う
、
制
度
改
正
を

お
願
い
し
た
い
。
な
お
、
複
数
年

契
約
に
関
す
る
（
市
場
化
テ
ス
ト

等
）
行
政
側
の
回
答
は
、「
年
度

契
約
は
業
務
契
約
で
あ
っ
て
人
工

契
約
で
は
な
い
の
で
、
契
約
額
の

引
上
げ
は
不
可
能
」
と
い
う
も
の

で
す
。

（
３
）
障
害
者
雇
用
へ
の
支
援

策
に
つ
い
て

　

令
和
２
年
３
月
よ
り
障
害
者

の
法
定
雇
用
率
が
２
・
３
％
に

引
き
上
げ
ら
れ
、
ま
た
、
そ
の

対
象
企
業
は
従
業
員
43
・
５
人

以
上
に
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
業
界
は
、
特
別
支
援
学
校

と
連
携
し
、
生
徒
向
け
に
就
労

に
向
け
た
講
習
会
を
実
施
す
る

な
ど
、
障
害
の
あ
る
方
々
の
働

き
や
す
い
職
場
環
境
づ
く
り
に

努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
今
後

も
障
害
者
雇
用
を
促
進
す
る
た

め
に
、
以
下
の
と
お
り
要
望
し

ま
す
。

ア 

知
的
障
害
者
を
雇
用
す
る
場

合
は
、
必
ず
サ
ポ
ー
タ
ー
（
補

助
者
）
の
配
置
が
必
要
と
な

り
ま
す
が
、
一
般
競
争
入
札

に
お
け
る
最
低
入
札
金
額
の

落
札
額
で
は
、
サ
ポ
ー
タ
ー

配
置
の
経
費
を
見
積
も
る
余

地
が
あ
り
ま
せ
ん
。
サ
ポ
ー

タ
ー
配
置
経
費
を
含
め
た
契

約
案
件
の
試
行
を
お
願
い
し

た
い
。

イ 
現
在
、
各
省
庁
の
入
札
参
加

資
格
で
あ
る
、
省
庁
統
一
資

格
に
お
け
る
等
級
算
出
の
た

め
の
付
与
数
値
は
、
売
上
高

や
資
本
金
等
が
算
定
項
目
と

な
っ
て
お
り
、
障
害
者
雇
用

率
は
項
目
に
あ
り
ま
せ
ん
。

厚
生
労
働
省
の
一
部
部
局
で

は
、
競
争
入
札
の
参
加
資
格

と
し
て
障
害
者
雇
用
率
の
導

入
に
取
り
組
ま
れ
て
お
り
ま

（
令
和
３
年
１
月
７
日
変
更
）、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
本
部
が
決
定
し
た
「
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

の
基
本
的
対
処
方
針
」
に
お
い

て
、
別
添
資
料
の
中
で
、「
緊
急

事
態
宣
言
時
に
事
業
の
継
続
が

求
め
ら
れ
る
事
業
者　

４.

社
会

の
安
定
の
維
持
④
企
業
活
動
・

治
安
の
維
持
に
必
要
な
サ
ー
ビ

ス
（
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
、
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
関
係
）」
と
記
載

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

仕
様
変
更
に
よ
る
契
約
金
額

の
減
額
を
申
し
出
る
省
庁
も
あ

り
ま
す
の
で
、
そ
の
よ
う
な
こ

と
が
無
い
よ
う
お
取
り
計
ら
い

願
い
ま
す
。

（
３
）
感
染
リ
ス
ク
が
高
い
現

場
へ
の
支
援
に
つ
い
て

　

当
業
界
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
罹
患
の
疑
い
の
あ

る
患
者
が
訪
れ
る
医
療
施
設
や

宿
泊
療
養
施
設
等
の
感
染
リ
ス

ク
が
高
い
環
境
に
従
事
者
を
派

遣
す
る
場
合
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
高
い
レ
ベ
ル
の
衛
生
環
境
を

確
保
し
て
事
業
を
行
う
責
務
を

負
っ
て
い
ま
す
。

　

厚
生
労
働
省
医
薬
・
生
活
衛

生
局
か
ら
発
出
さ
れ
て
い
る

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
関
係
Ｑ
＆
Ａ
（
建
築
物
衛
生

法
関
連
）」（
厚
生
労
働
省
Ｈ
Ｐ

参
照
）
で
は
、
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
業
務
発
注
者
に
対
し
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
患

者
が
入
院
す
る
医
療
機
関
に
お

い
て
、
通
常
時
と
比
較
し
て
、

清
掃
作
業
従
事
者
一
人
あ
た
り

約
２
万
円
の
追
加
費
用
が
発
生

す
が
、
国
全
体
で
省
庁
統
一

の
審
査
資
格
の
項
目
に
障
害

者
雇
用
率
の
新
設
等
を
お
願

い
し
た
い
。　

３　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
に
関
す
る
事
項

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

拡
大
に
伴
い
、
当
業
界
に
は
、
契

約
変
更
に
よ
る
経
営
環
境
の
悪
化

や
、
希
望
退
職
者
の
増
加
に
よ
る

事
業
環
境
の
脆
弱
化
等
、
深
刻
な

影
響
が
生
じ
て
お
り
ま
す
。
国
民

の
生
活
の
維
持
に
必
要
不
可
欠
な

施
設
を
、
衛
生
面
と
安
全
面
の
両

面
か
ら
支
え
る
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
業
務
へ
の
支
援
策
拡
充
を
要
望

し
ま
す
。

（
１
）
感
染
症
対
策
費
の
発
注

者
負
担
に
つ
い
て

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
費
に
つ
い
て
、
特
殊
な

マ
ス
ク
の
着
用
指
示
や
従
業
員

用
を
除
く
手
指
消
毒
液
等
に
つ

い
て
は
、
発
注
者
側
の
費
用
負

担
を
お
願
い
し
た
い
。

（
２
）
官
公
庁
施
設
の
契
約
変

更
に
つ
い
て

　

感
染
症
拡
大
を
理
由
に
官
公

庁
の
管
理
す
る
施
設
（
独
立
行

政
法
人
や
特
殊
法
人
等
が
管
理

す
る
場
合
を
含
む
）
の
利
用
縮

小
や
閉
鎖
を
行
う
場
合
に
は
、

事
業
者
の
営
業
補
償
及
び
従
事

者
の
雇
用
を
守
る
た
め
、
契
約

額
の
減
額
、
解
約
等
の
不
利
益

な
取
扱
い
を
行
わ
な
い
よ
う
お

願
い
し
た
い
。

　

な
お
、
令
和
２
年
３
月
28
日

し
て
い
る
た
め
、
必
要
と
認
め

ら
れ
る
場
合
は
、
適
切
に
仕
様

書
や
代
金
の
額
等
の
変
更
を
行

う
旨
を
謳
っ
て
お
り
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
時
の
除
染
作

業
と
同
様
、
作
業
の
危
険
度
に

対
す
る
特
殊
勤
務
手
当
の
設
定

は
必
須
で
あ
り
、
施
設
管
理
に

携
わ
る
従
業
員
の
リ
ス
ク
管
理

を
考
慮
し
た
契
約
金
額
の
割
増

し
等
（
特
殊
勤
務
手
当
）
が
必

要
で
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
応
従
事
者
慰
労

金
の
交
付
は
認
め
ら
れ
ま
し
た

が
、
事
業
者
に
対
す
る
補
助
等

は
あ
り
ま
せ
ん
。
感
染
症
の
拡

大
防
止
等
に
お
い
て
重
要
な
役

割
を
果
た
す
施
設
に
お
い
て

は
、
そ
の
管
理
を
受
託
す
る
事

業
者
に
対
し
て
特
別
な
補
償
、

補
助
、
助
成
等
を
設
定
い
た
だ

く
よ
う
お
願
い
し
た
い
。

国
の
予
算
・
制
度
等
に
関
す
る
要
望

国
の
予
算
・
制
度
等
に
関
す
る
要
望

令和 4 年度

〔
８
月
31
日
〕都
議
会
自
民
・
公
明
・

立
憲
民
主
党　

令
和
４
年
度
要
望

聴
取
会

〔
９
月
7
日
〕
第
１
２
０
回
理
事

会〔
10
月
12
日
〕
自
民
党
各
種
団
体

協
議
会 

常
任
世
話
人
会

〔
10
月
12
日
〕
都
議
会
自
民
党
Ｂ

Ｍ
政
策
研
究
会 

意
見
交
換
会

〔
11
月
２
日
〕
第
１
２
１
回
理
事

会

東
京
ビ
ル

政
連
の
動
き

令
和
３
年
８
月
〜

　
　
　
　
　

11
月
の
動
き

　

東
京
ビ
ル
政
連
は
自
由
民
主
党
本
部
で
開
催
予
定
の
東
京
都
支
部
連
合
会
「
令
和
４
年

度
国
家
予
算
・
税
制
改
正
等
要
望
聴
取
会
」
に
以
下
の
令
和
４
年
度
「
国
の
予
算
・
制
度

等
に
関
す
る
要
望
」
を
手
交
す
る
。
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
業
界
の
現
況
及
び
要
望
に
つ
い

て
説
明
し
、
支
援
を
訴
え
る
。


